
タクシー
待機場

バス待機場

バス待機場

一度ではバス停に正着できない。
⇒歩道との間にすき間が生じることから，
利用者が車道に降りなければならない。

一般車と身障者用
の乗降場はない。

一方通行

横断はできない。

車道幅が狭く，安全面で課題がある。
また，交通に支障が生じやすい。
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タクシー待機場

バス待機場

5南側ロータリーの車両軌跡の考え方

一般車の乗降場確保

身障者用乗降場設置

利用者が車道に降りること
がないよう，乗降時にすき
間ができない形態を採用
（利用者の安全性）

（全体）バスの通行や駐車の安全を考慮して，
必要な車道幅員や乗降場間隔を確保

バス乗降場にバスが停まっていても
バスが周回できる幅員を確保

右折レーンの設置

横断歩道の設置

相互通行
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タクシー待機場

バス待機場

一般車の乗降場確保

身障者用乗降場確保

バス降車場をロータリー内に入
れることで，歩道を拡幅

バス乗降場にバスが停まっていても
バスが周回できる幅員を確保

利用者が車道に降りること
がないよう，乗降時にすき
間ができない形態を採用
（利用者の安全性）

（全体）バスの通行や駐車の安全を考慮して，
必要な車道幅員や乗降場間隔を確保
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